
　子どもに買って
与えたプラレール
がきっかけで、再燃
しました私の「鉄
道模型」。復活の
第１作は少年期の
思い出がいっぱい
詰まった旧丸亀駅
でした。「国鉄」の
においがプンプン
する昭和50年代の
木造駅舎は、私の
人生の節目ごとの
出発点でした。昔の
写真を元に図面か
ら引いてコツコツ
作った約87分の１
の「旧丸亀駅舎」
L：70㎝・W：45㎝・
H：15㎝はいかがで
しょうか。

第67回香川丸亀国際ハーフマラソン大会
明日の丸亀② 子育て支援と教育
許しません！ 資源ごみの持ち去り
ついていますか？ 町名・住居表示板
平成25年度の市県民税申告

2
No.95

東京都 文京区
山野順一朗さん

国鉄時代の
丸亀駅

踏みしめ上った跨線橋

なつかしいオート三輪も

こせんきょう
踏みしめ上った跨線橋

なつかしいオート三輪も

こせんきょう
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大会組織 
委 員 会 
蘂24-6274

　丸亀おしろまつりのフィナーレを飾る「丸亀おどり総おど

り大会」の出場団体を募集します。地域や職場の仲間と踊っ

て、ゴールデンウイークの楽しい思い出を作りませんか。 

日時：5月4日豢午後6時半（予定） 
場所：丸亀おどり・周回コース（市民ひろばを回る約700襷） 
申込方法：2月18日豺までに、はがきか封書に、団体名（ふ 
　りがな）、人数、代表者の氏名・住所・電話番号を記載し、 
　〒763-8501 丸亀市役所文化観光課内・お城まつり協賛会
　事務局総おどり係に郵送 
問い合わせ：同事務局 蘂24-8816 
その他：優秀団体には表彰と副賞（商品券）を贈呈します。 
　なお、総おどり進行の妨げとなる踊りはご遠慮ください。 

「丸亀おどり総おどり大会」 

出場団体募集 

2013.2.3 SUN/10:35 START
世
界
レ
ベ
ル
の
走
り
を
体
感 

〜
あ
な
た
も
記
録
更
新
の
目
撃
者
に
〜 

【運休する便】 

丸亀西線 

丸亀東線 

城西高校方面 

亀山団地方面 

塩屋橋方面 

宇多津駅北口行 

労災病院11:00発と13:00発 

宇多津駅北口11:00発 

労災病院10:00発と12:00発 

亀山団地10:10発と12:10発 

【変更または迂回する便】 

丸　亀 
垂水線 

レオマ 
宇多津線 

綾　歌 
宇多津線 

丸亀港11:06発の便⇒丸亀通町11:14発・ 
丸亀通町12:04終着点に変更 
 

丸亀港10:36発の便⇒丸亀通町10:44発・ 
丸亀通町11:34終着点に変更 

丸亀港12:06発の便⇒丸亀通町12:14発・ 
丸亀通町13：04終着点に変更 

宇多津駅北口12:50発の便⇒丸亀通町13:08発 
に変更 

宇多津駅南口11:00発の便⇒労災病院11:08発 
に変更 

宇多津駅南口13:30発の便⇒労災病院13:38発 
に変更 

丸亀港13:26発の便⇒丸亀通町13:34発に 
変更 

NEWレオマワールド10:45発の便⇒丸亀通町 
11:36終着点に変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

湯舟道10:14発の便⇒労災病院11:07終着点に 
変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

湯舟道12:14発の便⇒労災病院13:07終着点に 
変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

右回り 

宇多津駅北口行 

宇多津駅南口行 

NEWレオマ行 

綾歌市民総合 
センター・湯舟 
道行 

左回り 

　交通規制の時間帯と運行区間が異なる、丸亀通町～蓮池公園間は、迂回して臨時の停留所を設置します。設置場所などは、各バス
停に掲示しているお知らせをご覧ください。     
臨時停留所：丸亀通町（四国電力東口前）、蓮池公園（現在のバス停から東へ300ｍ）     
休止停留所：丸亀駅前、城西高校、宇多津駅北口・南口、オークラホテル前ほか    

コミュニティバスの運休と迂回のお知らせ 

【主な招待選手】 

アベル・キルイ選手（ケニア） 
ロンドン五輪マラソン2位 

山本　亮選手（佐川急便） 

う 

　
熱
戦
の
舞
台
と
な
る
香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
コ
ー
ス
は
、
国
際
陸
上

競
技
連
盟
（
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
）
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
ラ
ベ
ル
」
の
認
定
を
受
け
た
フ
ラ
ッ
ト
な
高

速
コ
ー
ス
。
今
年
は
坂
出
市
の
折
り
返
し
地
点
を
2
0
0
メ
ー
ト
ル
東
に
伸
ば
し
、
競
技

場
内
を
半
周
で
ゴ
ー
ル
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
走
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
世
界
で
活
躍
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
も
、
大
会
の
魅
力
の
一
つ
。
昨
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
ラ
ン
ナ
ー
を
招
待
選
手
に
迎
え
、記
録
更
新
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
沿
道
か
ら
の
応
援
が
、
ラ
ン
ナ
ー
の
力
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
で
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。 

赤羽 有紀子選手（ホクレン） 
2011世界陸上テグ大会マラソン5位 

ティキ・ゲラナ選手（エチオピア） 
ロンドン五輪マラソン優勝 

宇賀地 強選手（コニカミノルタ） 

藤原　新選手（ミキハウス） 
2012東京マラソン2位 

2012びわ湖毎日マラソン4位 2011香川丸亀国際ハーフマラソン2位 

　
２
月
３
日
豸
の
大
会
当
日
、

下
図
の
と
お
り
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
。
参
加
者
お
よ
び
応
援

者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
競
技
場
周
辺
に
は
応

援
者
用
の
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
来
場
さ
れ
る
場
合
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

     

　
土
器
川
河
川
敷 

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ 

　
土
器
川
河
川
敷
の
高
速
道
路

高
架
下
付
近（
飯
野
町
側
）は
、

香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て

使
用
す
る
た
め
、
１
月
末
か
ら

２
月
４
日
豺
ま
で
利
用
で
き
ま

せ
ん
。 

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

交
通
規
制
に 

　 

ご
協
力
を 

はす 

第 回 67第 回 67第 回 67第 回 67



航跡 
そして 羅針盤羅針盤 羅針盤 

小
中
一
貫
と
3
学
期
制
で 

充
実
し
た
丸
亀
教
育
の
実
現 

窓
口
の
一
本
化
な
ど 

幼
・
保
施
策
の
一
元
化 

45

   

　
平
成
20
年
の
市
の
合
計
特
殊
出
生 

率
は
、
１
・
57
と
香
川
県
や
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

人
口
を
維
持
で
き
る
数
値（
２
・
08
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
国
勢
調
査
の

人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、市
の
人
口
は
、

平
成
32
年
に
約
10
万
６
千
人
（
現
在

よ
り
４
千
人
減
）
に
な
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。
　 

　
市
の
発
展
に
は
、
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ

る
環
境
整
備
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

市
は
、
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
乳
児
保
育
の
拡
大
や
、

病
児
・
病
後
児
保
育
に
新
た
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
の
給
付
対
象

を
、
７
歳
未
満
に
引
き
上
げ
、
７
歳

か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
入
院
費
を

「
こ
ど
も
医
療
費
」
と
し
て
助
成
す

る
な
ど
、
子
育
て
施
策
を
重
点
的
に

進
め
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
関
係

団
体
と
の
「
協
働
」
で
、
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
事
業
や
発
達
障
が
い
児

支
援
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
な
ど
、
社
会
全
体
で
子
育

て
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。 

   

　
近
年
、
中
学
校
進
学
時
の
大
き
な

環
境
の
変
化
が
、
問
題
行
動
や
不
登

校
な
ど
に
つ
な
が
る
い
わ
ゆ
る
「
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
増
加
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
義
務
教
育
の
９
年
間
を

見
通
し
た
指
導
が
大
切
だ
と
考
え
、

平
成
22
年
度
か
ら「
小
中
一
貫
教
育
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

（
本
紙
で
連
載
中
10
謨
参
照
） 

　
ま
た
、
平
成
15
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
た
２
学
期
制
を
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
や
課
題
を
検
証
し
た

う
え
で
、
来
年
度
か
ら
３
学
期
制
に

す
る
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

   

　
昨
年
８
月
に
、
子
ど
も
子
育
て
関

連
３
法
が
成
立
し
、
平
成
27
年
度
に

は
本
格
施
行
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

地
域
の
実
態
に
沿
っ
た
子
育
て
施
策

を
進
め
る
た
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
の
「
育
ち
」
を
重

視
し
て
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
等
し

く
質
の
高
い
幼
児
教
育
や
保
育
を
提

供
す
る
た
め
、
公
立
幼
稚
園
・
保
育

所
に
お
け
る
市
独
自
の
統
一
的
な
指

針
を
作
成
し
、
窓
口
の
一
本
化
に
向

け
て
、
組
織
の
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。 

とり奉行 
骨付じゅうじゅう 

子どもを安心して育てられる元気都市に 

明
日
の
丸
亀 

笆 
子
ど
も
の
入
院
費
助
成
な
ど 

社
会
全
体
で
子
育
て
支
援 

　

合
計
特
殊
出
生
率
　
一
人
の
女
性
が
一

生
の
間
に
生
む
子
ど
も
の
人
数
を
推
計

し
た
も
の 

　

病
児
・
病
後
児
保
育
　
病
気
や
病
気
回

復
期
の
た
め
、
集
団
保
育
が
困
難
な
児

童
を
一
時
的
に
病
院
な
ど
の
専
用
ス
ペ

ー
ス
で
預
か
る
事
業 

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
　
乳
幼
児

と
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
家
庭
の

親
と
、
そ
の
子
ど
も
が
気
軽
に
集
い
、

相
互
交
流
を
行
う
活
動 

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業 

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
、
援

助
を
行
い
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
子

育
て
に
つ
い
て
助
け
合
う
活
動 

■合計特殊出生率 

丸亀市 

1.60

1.49

1.43

1.26

1.32
1.34

1.37

1.42

1.48 1.47

1.48 1.48 1.57
1.55

1.50

1.45

1.40

1.35

1.30

1.25

1.20

（人） 

（年） 平成17 平成18 平成19 平成20

子
育
て
支
援
と
教
育

子
育
て
支
援
と
教
育 

子
育
て
支
援
と
教
育 

うちっ娘うちっ娘 
知っとく知っとく 

辞 典 

うちっ娘 
知っとく 

辞 典 
語
句
の
解
説 

香川県 全国平均 

クリーン課 蘂58-7453

条例改正で罰金20万円以下も 

とり奉行も 

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り 

防
止
対
策
を
強
化 

半
額
補
助
の
生
ご
み
処
理
機
で 

生
ご
み
を
減
ら
そ
う 

小
型
家
電
回
収
に 

ご
協
力
を 

見本 

丸 亀 市 内 全 域  

ごみに関する出前講座 
クリーン課では、地域で行われる
説明会や講習会に出向き、資源ご
み持ち去り防止への取り組みや、

ダンボールコンポスト
の使用方法などを紹介
します。小人数のグル
ープでも構いませんの
で、ぜひご相談ください。 

全国平均を 
上回っていますが… 

　
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
被
害
に
対

応
す
る
た
め
、
持
ち
去
り
を
禁
止
し
、

違
反
者
に
は
罰
金
を
科
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
（
４

月
１
日
施
行
）。 

■
主
な
改
正
点 

蘆
市
ま
た
は
市
か
ら
指
定
さ
れ
た
人

　
以
外
が
、
資
源
ご
み
の
集
積
場
所

　
に
出
さ
れ
た
資
源
ご
み
を
収
集
・

　
運
搬
す
る
こ
と
を
禁
止 

蘆
持
ち
去
り
行
為
を
発
見
し
た
場
合
、

　
命
令
書
に
よ
り
禁
止
命
令
が
出
せ
る 

蘆
禁
止
命
令
に
違
反
し
た
場
合
は
、

　
20
万
円
以
下
の
罰
金 

　
条
例
改
正
に
あ
わ
せ
、
市
で
は
各

資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
看
板
を

取
り
付
け
ま
す
。
看
板
を
取
り
付
け

る
場
所
が
な
い
場
合
は
、
看
板
付
き

ネ
ッ
ト
を
資
源
ご
み
の
容
器
と
一
緒

に
配
付
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
早
朝
パ
ト

ロ
ー
ル
の
時
間
や
人
員
を
拡
大
し
、

引
き
続
き
持
ち
去
り
行
為
撲
滅
に
努

め
ま
す
。 

〜
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
〜 

　
持
ち
去
り
行
為
を
目
撃
し
た
ら
、

車
の
ナ
ン
バ
ー
や
人
数
、
そ
の
様
子

な
ど
を
ク
リ
ー
ン
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
声
を
か
け
た
り
、

止
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
す
る
行
為

は
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

   

　
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
約
40

パ
ー
セ
ン
ト
が
生
ご
み
で
す
。
市
で

は
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
生
ご
み

処
理
機
な
ど
の
購
入
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

補
助
対
象
＝
生

ご
み
処
理
機
、

設
置
型
コ
ン
ポ

ス
ト
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト 

補
助
金
額
＝
購
入
金
額
の
半
額
。
限

度
額
は
、
生
ご
み
処
理
機
２
万
円
、

設
置
型
コ
ン
ポ
ス
ト
３
千
円
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト
千
円 

　
な
お
、
購
入
前
に
体
験
し
て
み
た

い
人
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
無
料
貸

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

   

　
レ
ア
メ
タ
ル（
希
少
金
属
）な
ど
の

再
資
源
化
と
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、

携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
な

ど
の「
小
型
電
子
機
器
」を
次
の
場
所

で
回
収
し
て
い
ま
す
（
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
投
入
口
に
入
る
大
き
さ
に
限
る
）。 

回
収
場
所
＝
市
役
所
、
飯
山
・
綾
歌

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
丸
亀
、
郡
家
・
城
坤
・
城
乾
・

土
器
・
城
南
・
城
北
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー 



w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

予診票 

丸亀 

町名表示板 

6㎝ 

6㎝ 

12㎝ 

住居表示板 

つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

〜
住
居
表
示
実
施
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
へ
〜 

67

市民課 蘂24-8810

（※表示板は緑色です） 

富士見町1丁目～5丁目 

町　　　名 

原田団地 

土居町1丁目～3丁目 

城東町1丁目～3丁目 

御供所町1丁目～2丁目 

北平山町1丁目～2丁目 

城西町1丁目～2丁目 

中府町1丁目～5丁目 

塩屋町1丁目～5丁目 

新浜町1丁目～2丁目 

前塩屋町1丁目～2丁目 

天満町1丁目～2丁目 

大手町1丁目～3丁目 

西本町1丁目～2丁目 

幸町1丁目～2丁目 

住居表示実施地区 
《
対
象
に
な
る
の
は
？
》 

　
市
に
在
住
し
、
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
７
歳
誕
生
日
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
は
誕
生
月
）
か
ら
15
歳
に
な

っ
た
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童 

《
助
成
さ
れ
る
内
容
は
？
》 

　
平
成
２４
年
4
月
診
療
分
以
降
の
、

入
院
に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担

分
（
保
険
診
療
分
の
み
）
の
う
ち
、

高
額
医
療
費
、
食
事
療
養
費
、
付
加

給
付
を
除
い
た
も
の 

《
助
成
を
受
け
る
に
は
？
》 

　
病
院
で
支
払
っ
た
後
、
領
収
書
を

添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
後
日
保
護

者
名
義
の
口
座
に
振
り
込
み 

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》 

　
領
収
書
、
児
童
の
健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
通
帳 

※
た
だ
し
、
健
康
保
険
か
ら
の
給
付

　
（
高
額
医
療
費
や
付
加
給
付
）
が

　
あ
る
場
合
は
、
重
複
給
付
を
避
け

　
る
た
め
、
健
康
保
険
か
ら
の
振
り

　
込
み
金
額
の
分
か
る
も
の
（
支
払

　
通
知
書
な
ど
）
を
添
付
し
て
い
た

　
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

《
そ
の
他
》 

　
学
校
で
け
が
を
し
て
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
災
害
給
付
制
度
に
よ

る
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る
場
合
や
、

心
身
障
害
者
医
療
、ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
は
そ
ち
ら
を
優
先
し
ま
す
。 

　
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
に

よ
る
医
療
費
は
助
成
対
象
外
で
す
。 

子育て支援課 蘂24-8808

都市計画課都市計画課 蘂24-884324-8843都市計画課 蘂24-8843選挙管理委員会 蘂24-8825

こども医療費を 
助成します 

入院にかかる 

ひとり親家庭へ 

～新入学お祝い金～ 

予防接種はお済みですか？ 

　４月に、小・中学校に入学する 
市内在住のひとり親家庭のお子さんに、お祝
い金が支給されます（３月８日貊までに、ひ
とり親家庭の認定を受けていることが必要）。 
　対象者には、２月中旬に通知書を送付予定
ですが、届かない場合は、子育て支援課に問
い合わせください。 

健康課 蘂24-8806

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
） 

2
種
混
合（
　
　
　
　
　
） 
ジ
フ
テ
リ
ア 

破
傷
風
混
合 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種 

接
種
間
隔
が
変
更 

Ｍ Ｒ 2 期：年長児（平成18年4月2日～19年4月1日生まれ） 

Ｍ Ｒ 3 期：中学1年生（平成11年4月2日～12年4月1日生まれ） 

Ｍ Ｒ 4 期：高校3年生相当（平成6年4月2日～7年4月1日生まれ） 

2種混合2期：小学6年生（平成12年4月2日～13年4月1日生まれ） 

下記の学年は、3月末まで無料で接種できます。まだの人は、忘れずに接種しましょう。 

※予診票は、平成24年3月に郵送済ですが、転入、紛失などで持っていない場合やご不明 
　な点は健康課までご連絡ください。 

※予防接種は、病気から体を守るために大変有効です。なお、法令によって接種年齢や回数、間隔などが
　定められていますので、正しく接種されるよう母子手帳などでご確認ください。 

生後7か月～ 
 12か月未満 

生後2か月～ 
　7か月未満 

接種開始年齢 変　更　前 変　更　後 

3回目の接種後、 
おおむね1年の間隔で1回 

3回目の接種後、 
7か月～13か月の間に1回 

2回目の接種後、 
7か月～13か月の間に1回 

2回目の接種後、 
おおむね1年の間隔で1回 

丸亀市長選挙 および  
丸亀市議会議員選挙 
立候補者説明会 

　４月14日豸に執行予定の、丸亀市長選挙およ

び丸亀市議会議員選挙の立候補予定者に対する

説明会を開催します。 

　日時　　2月22日貊午後1時半から（受け付け
は午後1時から） 

　場所　　ひまわりセンター4階研修会議室1･2 
　注意事項　　会場の都合上、出席者は候補者1

人につき3人以内でお願いします。 
　なお、施設の駐車場に限りがあります
ので、できるだけ乗り合わせて来てくだ
さい。満車時は市営駐車場などをご利用
ください。 

　打ち合わせや親睦会、個人の展覧会、家族・

友人とのレクリエーションなど様々な目的にご

利用いただけます（なお、宿泊はできません）。 

◆利用時間　午前８時半～午後９時半（準備、
　片付けなども利用時間に含まれます）。 

◆料金　１時間300円（市外の人は390円） 
◆使用できる設備・用具　机、椅子、ホワイトボ
　ード、冷蔵庫、流し台、ガスコンロ、調理道具各

　種、食器類、ストーブ、扇風機、清掃道具各種など 

◆申込方法　申請書（市ホームページや都市計
　画課に設置）に必要事項を記入し、利用を希望

　する日の７日前までに都市計画課に提出 

研修会や子ども会の行事など…… 

綾歌森林公園多綾歌森林公園多目的研修棟的研修棟を 
ご利用利用ください 
綾歌森林公園多目的研修棟を 
ご利用ください 

１
．
左
の
表
の
住
居
表
示
実
施
地
区
在
住
で
、

　
新
築
や
改
築
な
ど
の
た
め
、
家
屋
に
町
名
表

　
示
板
お
よ
び
住
居
表
示
板
が
つ
い
て
い
な
い

２
．
左
の
表
の
地
区
在
住
で
、
長
期
間
の
設
置

　
の
た
め
、表
示
板
が
壊
れ
て
い
る
、ま
た
は
文

　
字
が
読
め
な
い 

※
こ
の
よ
う
な
と

　
き
に
は
、
新
し

　
い
表
示
板
を
無

　
料
配
布
し
ま
す

　
の
で
、
市
民
課

　
管
理
担
当
ま
で

　
お
申
し
出
く
だ

　
さ
い
。 



税 務 課  
蘂24-8857

　
2
月
１５
日
貊
か
ら
3
月
１５
日
貊
ま
で
、
平
成
２５
年
度
の
市
県
民
税
の
計
算

に
必
要
な
、平
成
２４
年
中
の
所
得
に
関
す
る
「
申
告
相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
で
、
申
告
会
場
や
受
付
時
間
を
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
会
場
で
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
（
青
色
申
告
・
譲
渡
所
得
の
申

告
は
除
き
ま
す
）
も
受
け
付
け
ま
す
。 

平
成
２５
年
度
の
市
県
民
税
申
告 
3
月
１５
日
ま
で 

丸亀地区 

2月２７日貉 

2月２８日貅 

3月1日貊 

3月5日貂 

3月6日貉 

3月7日貅 

3月8日貊 

3月１１日豺 

3月１２日貂 

3月１３日貉 

3月１４日貅 

3月１５日貊 

地　　区 

垂水 

川西 

飯野 

郡家、三条 

津森、今津、中津 

土器 

山北、柞原、田村、原田 

城西、金倉 

城北、新田 

城坤、城乾、原田団地

市内全域 
（綾歌、飯山地区含む） 

場　所 

垂水コミュニティセンター 

川西コミュニティセンター 

飯野コミュニティセンター 

ＪＡ丸亀支店 

 

 

 

市役所別館5階 

 

午前9時～ 
　午後4時 

受付時間 

広島地区 

 

3月4日豺 

地　　区 

市井、青木、甲路、釜の越 

江の浦、立石、茂浦 

小手島 

手島 

場　所 

広島市民センター 

小手島漁民シンポジウム 

手島自然教育センター 

受付時間 本島地区 

 

3月4日豺 

地　　区 

小阪、大浦、福田、尻浜、 
生ノ浜 

泊、甲生、笠島 

牛島 

場　所 

 
本島市民センター 

本島市民センター 

牛島集会場 

正午～4時半 

午前9時～11時半 

午前9時～正午 
午前10時半～午後1時 

午後1時～5時 

午前9時半～11時半 

午後1時半～4時半 

受付時間 

綾歌地区 

2月１５日貊 

2月１８日豺 

2月１９日貂 

2月２０日貉 

2月２１日貅 

2月２２日貊 

2月２５日豺 

2月２６日貂 

地　　区 

岡田上 

岡田西 

岡田東 

岡田下 

栗熊東 

栗熊西 

富熊 

受付時間・場所 

【受付時間】  
午前9時～ 
        午後4時 
  
【場所】  
栗熊コミュニティ 
センター3階 
多目的ホール 

飯山地区 

2月１５日貊 

2月１８日豺 

2月１９日貂 

2月２０日貉 

2月２１日貅 

2月２２日貊 

2月２５日豺 

2月２６日貂 

地　　区 

上法軍寺 

下法軍寺 

東小川 

西坂元、真時 

川原 

 

東坂元 

 

受付時間・場所 

【受付時間】  
午前9時～ 
        午後4時 
  
【場所】  
飯山市民総合 
センター4階 
多目的ホール 

丸亀税務署の申告会場は地区に関係なく確定申告を受け付けます。ぜひご利用ください。丸亀税務署 蘂23-2221（代表） 

期　　間 場　　所 受付時間 お 願 い  

2月１８日豺　　　  
　　　～3月１５日貊  
（土・日曜を除く） 

丸亀市民会館 
2階会議室 

駐車場が混雑しますので、なるべ 
く公共交通機関をご利用ください 午前9時～午後4時 

申告相談会日程表  

89

お忘れなく 
市県民税の住宅ローン控除 
　所得税の計算で住宅借入金等

特別控除を受けたが、控除しき

れない額がある人は、市県民税

で控除を受けることができます。 

　平成25年度の市県民税で控除

を受けるためには、4月30日ま
でに確定申告や年末調整による
申告が必要です。市県民税の納

税通知が届いた後に申告書を提

出された場合は、控除を受ける

ことができませんので、忘れず

に申告してください。 

■市県民税 生命保険料控除の計算方法 

新制度（平成24年1月1日以降の契約） 

上記の計算方法は、一般生命・個人年金・介護医療の各保険料 
ごとに適用し、控除限度額は3つあわせて70,000円 

年間の支払保険料 

12,000円以下 

12,001円～32,000円 

32,001円～56,000円 

56,001円以上 

支払保険料の全額 

支払保険料×0.5＋6,000円 

支払保険料×0.25＋14,000円 

一律28,000円 

控　除　額 

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
丸
亀

市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
〜
③
に

該
当
し
な
い
人
は
、
市
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。 

①
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

　
提
出
さ
れ
て
い
る 

②
年
金
の
支
払
元
か
ら
公
的
年
金
等

　
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る 

③
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書

　
を
提
出
す
る 

　
申
告
が
必
要
な
人 

蘆
農
業
・
営
業
・
不
動
産
な
ど
の
所

　
得
が
あ
る
人 

蘆
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
金

　
の
支
払
い
を
受
け
る
な
ど
、
一
時

　
所
得
の
あ
る
人
（
※
給
与
や
公
的

　
年
金
以
外
に
20
万
円
以
下
の
所
得

　
が
あ
る
場
合
、
所
得
税
の
確
定
申

　
告
は
不
要
で
す
が
、
市
県
民
税
の

　
申
告
が
必
要
で
す
）。 

蘆
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

　
療
保
険
加
入
者
で
所
得
の
な
い
人 

蘆
各
種
手
続
き
の
た
め
、
所
得
証
明

　
書
な
ど
が
必
要
な
人 

蘆
遺
族
年
金
、障
害
年
金
、失
業
保
険

　
受
給
な
ど
非
課
税
所
得
の
み
の
人 

　
年
金
収
入
が
４
百
万
円
以
下
で
所

得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
人
も
、

市
県
民
税
の
算
定
の
た
め
各
種
控
除

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の 

◎
印
鑑 

◎
所
得
金
額
が
分
か
る
資
料 

蘆
給
与
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票 

蘆
保
険
金
や
個
人
年
金
の
受
取
明
細
書 

蘆
農
業
・
営
業
・
不
動
産
な
ど
の
収
入 

　
と
必
要
経
費
が
わ
か
る
資
料
（
領

　
収
書
や
収
支
内
訳
書
、
減
価
償
却

　
計
算
資
料
な
ど
） 

◎
控
除
を
受
け
る
た
め
の
資
料 

蘆
社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
健
康
保

　
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
料
、
任
意
継
続
保
険

　
で
支
払
っ
た
領
収
書
。
国
民
年
金

　
の
支
払
証
明
書
） 

蘆
医
療
費
控
除
（
平
成
24
年
中
に
支

　
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
） 

蘆
障
害
者
控
除
（
障
害
者
手
帳
や
療

　
育
手
帳
） 

蘆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
民

　
票
の
写
し
、登
記
事
項
証
明
書
、借

　
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
、
工
事

　
請
負
・
売
買
契
約
書
の
写
し
な
ど
） 

◎
所
得
税
の

　
振
替
納
税 

　
を
希
望
す

　
る
人
や
還

　
付
を
受
け

　
る
人
は
、

　
申
告
す
る

　
本
人
名
義
の
通
帳
と
届
出
印 

◎
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
届
い
て
い

　
る
人
は
、
そ
の
申
告
書 

◎
昨
年
申
告
し
た
人
は
、
そ
の
申
告

　
書
と
収
支
内
訳
書
の
控
え 

　
生
命
保
険
料
控
除
が 

　
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た 

　
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
締
結

し
た
生
命
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
新

し
い
生
命
保
険
料
控
除
制
度
（
新
制

度
）
が
適
用
と
な
り
、
新
設
さ
れ
た

介
護
医
療
保
険
料
控
除
と
、
こ
れ
ま

で
の
一
般
・
個
人
年
金
と
あ
わ
せ
３

つ
を
合
計
し
た
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
締
結

し
た
契
約
に
つ
い
て
は
旧
制
度
が
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
契
約
内
容
の
更
新

な
ど
に
よ
り
新
制
度
の
対
象
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
契
約

先
の
保
険
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

3月 
15日 

2月 
15日 



自
立 
と 

共
生 

学
校
群 

本
島 

小 
中 

貫 
一 

4

９５ 

　
退
職
後
、
10
年
あ
ま
り
交

通
指
導
員
を
努
め
た
り
、
お

孫
さ
ん
と
一
緒
に
書
道
教
室

に
通
っ
た
り
と
新
し
い
こ
と

に
取
り
組
ん
で
き
た
香
川
さ

ん
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で

外
に
出
た
の
が
良
か
っ
た
の

か
な
あ
。
気
持
ち
の
切
り
替

え
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
う
か
ら
」
と
穏

や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

香
川
　
和
さん 

（
綾
歌
町
・
８１
歳
） 

城
東
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

　
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
「
健
康
な
体
と
心
を

養
う
」「
友
情
を
育
み
、
協
調
性
・

自
主
性
を
身
に
つ
け
る
」
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

『
一
試
合
×
２
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
が
ん
ば
る
』
こ
と
を
目

標
に
、
毎
週
水
曜
の
午
後
５
時
半
・

土
曜
の
午
後
１
時
・
日
曜
の
午
前

９
時
か
ら
、
城
東
小
学
校
で
練
習

し
て
い
ま
す
。 

　
丁
寧
な
指
導
で
、
初
心
者
や
低

学
年
で
も
安
心
で
す
。
ま
ず
は
、

気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
谷
井
和
広（
飯
野
町
・

蘂
0
9
0
―
4
7
8
4
―
8
1
9
3
） 

１０ 

まち・むら・しま箒 

１０ １１ 

毎年盛況の「あやうたふるさとまつり」 

県内有数のため池 仁池 

綾歌町7か村の石高と戸口 

1890 

1400 

1032 

549 

448 

1116 

1267

1756石余 

1491　　 

774　　 

1296　　 

424　　 

891　　 

1123　　 

富　熊　村 

栗 熊 東 村 

栗 熊 西 村 

岡 田 上 村 

岡 田 下 村 

岡 田 東 村 

岡 田 西 村 

村　名 石　高 家数（軒） 人数（人） 

※石高は、「天保9年（1838）年　御領分明細紀」による 
※家数・人数は、「明治8年　戸口反別等一覧」による 

綾
歌
町
の
村
々
　
旧
綾
歌
郡
綾
歌
町

は
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
に
久

万
玉
村
（
昭
和
26
年
に
富
熊
村
と
栗

熊
村
が
合
併
し
て
成
立
）
と
岡
田
村

が
合
併
し
て
成
立
し
た
。
江
戸
時
代

に
は
こ
の
地
に
高
松
藩
領
の
７
か
村

が
あ
っ
た
。
富
熊
村
、
栗
熊
東
・
西

村
、
岡
田
上
・
下
・
東
・
西
村
で
あ

る
。 

　
古
伝
承
に
よ
れ
ば
、
当
地
に
住
ん

で
い
た
讃
留
霊
王
公
の
子
孫
、
綾
氏

の
住
居
近
く
に
あ
る
栗
の
木
の
根
元

か
ら
清
泉
が
湧
き
、
常
に
玉
の
よ
う

に
星
影
を
宿
し
た
た
め
玉
井
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
こ
の
付
近

の
住
民
は
裕
福
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

当
地
を
隈
玉
・
栗
隈
と
称
し
た
と
あ

る
。
富
熊
・
栗
熊
一
帯
は
条
里
制
遺

構
が
残
り
、
古
代
か
ら
開
け
た
生
産

力
豊
か
な
地
で
あ
っ
た
。 

　
「
寛
永
国
絵
図
」
に
は
綾
歌
町
域

に
栗
熊
郷
・
岡
田
郷
の
２
郷
が
記
さ

れ
、
ま
だ
村
が
分
化
し
て
い
な
か
っ

た
時
代
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

栗
熊
郷
は
高
２
９
２
７
石
余
で
、
木

山
・
宇
野
井
・
富
熊
・
奥
河
内
・
搭

寺
の
５
か
村
を
含
ん
で
い
る
。
岡
田

郷
は
高
２
０
１
１
石
余
で
、
岡
田
を

冠
し
た
成
願
寺
・
西
山
・
一
地
・
津

守
・
椎
尾
・
下
土
井
の
各
村
を
含
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
の

地
も
寛
文
・
延
宝
検

地
時
に
村
切
り
が
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
７
か
村
の
天
保

期
の
石
高
・
戸
口
は

表
の
通
り
で
あ
る
。 

 

多
く
の
た
め
池
　
降

水
量
の
乏
し
い
讃
岐

は
、
満
濃
池
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
古
来
多
く
の
た
め
池

が
築
造
さ
れ
て
き
た
。
開
発
が
進
ん

で
水
の
必
要
が
増
し
た
江
戸
時
代
に

は
、
飯
山
・
綾
歌
地
域
で
も
大
規
模

な
た
め
池
の
築
造
が
進
ん
だ
。
「
寛

永
国
絵
図
」
に
は
主
要
な
た
め
池
の

一
つ
と
し
て
渡
池
（
栗
熊
東
）
が
記

さ
れ
て
い
る
。
綾
歌
町
に
は
お
よ
そ

４
０
０
の
た
め
池
が
現
存
す
る
が
、

と
り
わ
け
岡
田
地
域
の
開
発
に
画
期

的
な
役
割
を
果
た
し
た
亀
越
池
（
ま

ん
の
う
町
炭
所
東
）
は
寛
永
期
に
工

事
が
行
わ
れ
、
い
っ
た
ん
土
器
川
に

放
流
さ
れ
た
池
の
水
が
打
越
池
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
岡
田
地
域
の
灌
漑
を

行
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。 

　
寛
永
19
年（
１
６
４
２
年
）、
松
平

頼
重
に
従
っ
て
讃
岐
に
移
っ
た
矢
延

伝
六
は
終
生
土
木
事
業
に
従
事
し
、

大
小
１
０
０
余
り
の
た
め
池
を
築
造

し
、
飯
山
・
綾
歌
両
地
域
に
も
大
き

な
足
跡
を
残
し
た
。
慶
安
２
年
（
１

６
４
９
年
）
に
伝
六
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
仁
池
（
飯
山
町
上
法
軍
寺
）
は
、

当
時
普
請
に
６
万
余
人
を
要
し
、
貯

水
量
４
千
石
余
の
大
池
で
、
現
在
で

も
県
内
有
数
の
た
め
池
で
あ
る
。
大

窪
池
や
先
に
開
か
れ
て
い
た
三
谷
池

と
楠
見
池
を
一
つ
に
し
た
楠
見
池
、

滝
鼻
出
水
な
ど
も
伝
六
の
手
で
作
ら

れ
た
。
伝
六
は
晩
年
富
熊
に
住
み
、

没
後
、
飛
渡
神
社
に
祀
ら
れ
た
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

く 

ま 

た
ま 

さ 

る 

れ 

お
う 

く
ま 

お
く 

と 

か
わ
ち 

じ
ょ
う 

が
ん 

じ 

も
り 

で
ら 

し
い 

お 

し
も 

ど 

か
ん 

ぶ
ん 

え
ん 

ぽ
う 

い 

つ 

い
ち 

じ 

た
ま 

わ
た
り 

い
け 

か
ん 

が
い 

に 

く
す 

み で 

す
い 

や 

の
べ 

で
ん 

ろ
く 

ま
つ 

420 

310 

225 

139 

87 

232 

350

目標：自分を大切に、なかまを大切に、本島を大切にできる子どもを育てよう 

〈本島中・本島小・本島幼・本島保〉 

「児童会児童会」と「生徒会生徒会」の交流会交流会 みんなで海岸クリーン活動 

本島町合同運動会 

本島本島っ子まつり 本島っ子まつり 

教育委員会 蘂24-8821

　
本
島
学
校
群
で
は
、
保
幼
小
中

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
15
年
間

を
見
通
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

①
本
島
町
合
同
運
動
会
　 

　「
小
中
合
同
縦
割
り
リ
レ
ー
」は
、

校
種
間
の
枠
を
超
え
、
小
中
学
生

が
チ
ー
ム
と
し
て
心
を
ひ
と
つ
に

し
、
力
の
限
り
が
ん
ば
り
ま
し
た
。    

ま
た
、
中
学
生
が
高
度
な
技
を
取

り
入
れ
た
組
み
立
て
体
操
を
披
露

し
、
幼
児
や
小
学
生
に
と
っ
て
、

そ
の
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
、

近
い
将
来
の
目
標
に
な
り
ま
し
た
。 

②
海
岸
ク
リ
ー
ン
活
動 

　
海
開
き
を
控
え
た
７
月
、
園
児

や
小
中
学
生
が
地
域
ご
と
に
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
保
護
者
と
一
緒
に

海
岸
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

太
陽
が
照
り
つ
け
る
暑
い
中
「
本
島

を
自
慢
で
き
る
美
し
い
島
に
」
と
い

う
共
通
の
願
い
を
持
ち
、
み
ん
な
で

汗
を
流
し
ま
し
た
。 

③
本
島
っ
子
ま
つ
り 

　
平
成
20
年
度
か
ら
保
幼
小
中
合
同

で
行
っ
て
い
る「
本
島
っ
子
ま
つ
り
」

で
は
、各
校
・
園
所
で
総
合
的
な
学
習

の
時
間
な
ど
を
中
心
に
積
み
上
げ
て

き
た
内
容
を
も
と
に
、
人
を
大
切
に

す
る
心

や
、
ふ

る
さ
と

を
思
う

心
を
保

護
者
や

地
域
の

人
々
に

伝
え
る

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。 

 



　（一財）日本モーターボート競走会は、ボートレーサーを募集しま
す。ボートレースに興味のある人の応募をお待ちしています。 
◎応募資格 
年齢：15歳～29歳 
身長：172㎝以下 
体重：男子47㎏～55㎏、女子42㎏～50㎏ 
視力：両眼とも裸眼で0.8以上 
◎募集期間 
2月1日貊～3月12日貂（必着） 
◎問い合わせ 
　応募方法など詳しくは、一般財団法人日本モーターボート競走
会丸亀支部（蘂24-4560） 

第１１５期ボートレーサー募集 

丸亀警察署より 功労者に感謝状 
　交通事故防止や犯罪予防など、安全・安心のまちづく
りに功労があった個人3人と2団体（うち、本市は個人
3人）に､丸亀警察署長から感謝状が贈呈されました。 

佐藤智惠子さん（交通安全活動功労・前列の左端） 
尾崎俊彦さん、唐崎郭美さん（少年健全育成活動功労・
前列左から2番目、前列の中央） 

12.31

1.6

安心・安全を願って心新たに出初式 
　穏やかな冬晴れのなか、地域防災の担い手である
消防職員・団員が一同に会し、丸亀市消防出初式が
行われました。優良消防職員・団員らの表彰などに
続き、新しいはしご付消防自動車を使っての放水や
降下訓練、くす玉割りが披露されました。 

1.17

7万人突破！ 
丸亀城天守入場者 
　歴史ブームを背景
に、入場者数を伸ば
している丸亀城天
守。昨年１年間の入
場者が７万人を超
え、大晦日の最終入
場者に、丸亀名物骨
付鳥などの記念品が
贈られました。 
 7万740人目の入
場者となった金沢さ
ん一家は「名古屋か
ら四国のお城巡りに
来ました。お城が大

好きな子どもたちの良い記念になりました」と笑顔で話
していました。 1.17

丸亀ＲＣから 
市へ「災害用仮設
トイレ」寄贈 
　丸亀ロータリーク
ラブから、創立50周
年の記念事業の一環
として、丸亀市に災
害用仮設トイレ2基
が寄贈されました。 
　これは、災害時に
マンホールの上に直
接設置でき、停電時
も利用できるもので

す。重さは14.2㎏。5分間程度で組み立てられる優
れものです。市では、防災訓練などで組み立ての練
習をして災害時に備えます。同クラブの50周年特
別委員会・大熊一正委員長は「阪神大震災を経験し
た会員の提案を協議し決めた。トイレ難民解消に役
立てていただければ」と話していました。 

市
長 

 

コ
ラ
ム
筍 

　
昔
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
凧
揚

げ
の
風
景
。
門
松
や
し
め
縄
な
ど
の
正
月

飾
り
。
羽
根
つ
き
、
カ
ル
タ
と
り
、
双
六

遊
び
な
ど
、
節
目
と
し
て
の
「
日
本
の
お

正
月
」
は
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
寂
し
く
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
、
市
出
身
で
、

東
京
在
住
の
山
野
順
一
朗
さ
ん
の
「
私
の

丸
亀
　
思
い
出
の
風
景
―
国
鉄
時
代
の
丸

亀
駅
」
で
す
。
こ
こ
は
、
昭
和
18
年
か
ら

63
年
ま
で
本
市
の
玄
関
で
し
た
。
私
に
と

っ
て
も
思
い
出
多
い
場
所
で
、戦
後
か
ら
、

人
生
の
節
目
ご
と
に
こ
の
場
に
立
っ
た
も

の
で
す
。
毎
号
、
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の

心
の
こ
も
っ
た
作
品
に
感
動
し
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。 

　
情
報
化
、
合
理
化
が
叫
ば
れ
る
今
日
、

時
代
が
い
か
に
変
わ
ろ
う
と
も
「
節
目
」

は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 市長 

新井 哲二 

１３ 

暮 ら し の カ レ ン ダ ー 月 月 月 222

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜（午後1時～3時）・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、（公社）宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

午後7時～翌朝8時まで看護師が相談に応じます。 
一般：蘂087-812-1055 
小児：蘂＃8000か蘂087-823-1588

《夜間の救急電話相談》 

１２ 

9 土 

16土 

23土 

18月 
19火 3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

22金 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

27水 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

25月 栄養相談　●綾 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 

4 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 月 

6 3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半  
すこやか体操教室（腰痛）　●飯 　午前10時～11時半 水 

8 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午 金 

14 無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

12 無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 火 

26 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半  
理学療法士による相談　●飯 　午前9時半～11時半 

7 木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午 

15金 

□内 　瀬戸内クリニック 蘂28-1511 
□外 　香川クリニック 蘂22-2311 
□歯 　島田歯科診療所（多度津町）蘂32-2772 午前9時～正午 

17日 

無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半 

20水 
行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障がい者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8805） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

21木 

サポステ出張職業相談 飯山北 ◯コ　午後1時～4時半  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

28木 

2 土 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 

11月 香川労災病院 蘂23-3111

5 火 

赤ちゃん健診 
母子保健　成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

健　康　課 

 
地域振興課 

蘂24-8806

障がい者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

産業振興課 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8844 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 
介護相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

1 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■飯 　午前9時～正午 金 

□小 　もりもとこどもクリニック 蘂25-9228 
□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010 
□歯 　山本歯科医院（多度津町）蘂32-2255 午前9時～正午 

10日 

□小 　おかだ小児クリニック 蘂58-0707 
□整 　石川整形外科クリニック 蘂23-8100 
□歯 　西川歯科医院（多度津町）蘂33-3601 午前9時～正午 

24日 

3 日 

□内 　丸亀林病院 蘂22-8181  
□内 　楠原内科医院 蘂86-3005  
□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□歯 　木谷歯科医院（多度津町）蘂32-6480 午前9時～正午 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
介護相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

13水 
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2月 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  1478件 

死　者  8人 

負傷者  1901人 

平成24年 
事　故  137件 

死　者  1人 

負傷者  175人 （納期は2月10日～28日） 

固定資産税/4期分 
後期高齢者医療保険料/8期分 

2月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

救 急 出 場  502件 

火災の発生  4件 

 

交通事故（12月） 救急・火災件数（12月） 

　農業用軽油の免税申請 
■時2月5日貂、6日貉 
■所市役所南館１階会議室 
■対2月末で免税証の期限が切れる人 

■他県税事務所からの書類一式、印鑑、
　領収書などを持参 
■問農林水産課 蘂24-8845 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957

※日程が変更になる場合があります 

282726252423222120191817
日 

16
土 

15
金 

14131211
日 土 金 木 水 火 月 日 月 火 水 土 金 木 日 土 金 木 水 火 祝 月 火 水 木 
10987654321

GⅠ関東地区選 
（江戸川） 
GⅠ近畿地区選 
（三国） 
GⅠ四国地区選 
（鳴門） 

ＧⅢ徳山 
新鋭リーグ 

香川県中部広域競艇 
事業組合44周年記念 

ＪＬＣカップ 
開局20周年記念 

唐津 

常滑男女Ｗ GⅠ下関周年 

蒲郡 若松 

桐生 若松男女Ｗ 

若松 若松 

戸田オール女子 

鳴門オール女子 

ＧⅢ尼崎女子リーグ ＧⅢ平和島新鋭リーグ 

GⅠ住之江周年 GⅠ戸田周年 GⅠびわこ周年 

児島 

常滑 
蒲
郡 

サンケイスポーツカップ 

※1＝デイリースポーツカップ　※2＝まるポカップ 

※1 ※2丸亀開催 
（ナイター） 
モーニング 
場外発売 

デ  イ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

人　口 110,686人（－39） 
　男　  53,772人（－34） 
　女　  56,914人（－ 5） 
世帯数　43,820世帯（－ 7） 

市の動き　1月1日現在（前月比） 

日時＝2月16日貍～ 
　　　4月14日豸 
　　　午前9時半～ 
　　　午後4時半 
場所＝資料館1階 
　　　展示室 
入館無料  月曜休館 

花ごよみ展 ─花によせる日本のこころ─ 

蘂22-5366資料館だより 
http://www.marugame-kyotei.jp/

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

《市民会館》 《市民会館》 

《アイレックス》 

2月11日豢午後1時開演 
●入場料＝500円（自由席） 

さぬき映画祭2013 
「男はつらいよ 寅次郎の縁談」 

好評発売中 

好評発売中 

2月17日豸午後1時開演 
●入場無料 
●出演＝市内合唱団ほか ●ゲスト＝矢部望美 
 

第16回あやうた音楽祭 
ご来場ください 

3月10日豸 
昼の部＝午後1時半開演「桂川連理柵」ほか 
夜の部＝午後5時半開演「義経千本桜」ほか 
●入場料＝一般3500円ほか（指定席） 

人形浄瑠璃 文楽 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

１４ １５ 

　高脂血症予防の健康教室 
①2月7日貅午後1時半～2時半 
■所ひまわりセンター3階会議室 
■内岸本医院・岸本裕司先生による高
　脂血症の話 
■問健康課 蘂24-8806 
②2月12日貂午前9時半～午後1時 
■所ひまわりセンター3階調理室 
■定40人（要予約） 
■内高脂血症の食事の話と調理実習 
■料300円 
■他米半合、エプロン、三角巾、タオ
　ル持参 
■申2月5日貂までに健康課 蘂24-8806 

　市営住宅の入居者 
資格＝①市内に住居が必要②住宅に
　困窮③市町村税などの完納④同居
　の家族がいる（単身でも入居でき
　る場合あり）⑤収入が基準の範囲
　内⑥暴力団員を除く⑦持家など固
　定資産を所有していない 
募集住宅＝城東、富士見、十番丁、
　外浜、今津、長友、原田の各団地 
申込期間＝2月1日貊～7日貅（土・
　日曜を除く） 
選考方法＝申し込みが募集戸数を上
　回ると2月12日貂に抽選 
入居予定＝3月上旬 

入居条件＝敷金と連帯保証人1人 
注意事項＝申込時は申込書のみ提出。 
　その他必要書類は当選者のみ提出。 
《特定公共賃貸住宅の入居者募集》 
　中堅所得者向け住宅（富士見団地
の一部、平山ハイツ）は随時募集中。 
■問住宅課 蘂24-8814、◯綾業務担当 蘂
　86-5516、◯飯業務担当 蘂98-7957 

　市民会館・アイレックスから 
●足もみ健康教室 
■時2月から5月の月2回午前9時半～
　11時（全8回） 
■所市民会館（毎月第2・4月曜）、ア
　イレックス（毎月第2・4火曜） 
■定20人（申込順） 
■料8000円 
■申市民会館 蘂23-4141、アイレッ
　クス 蘂86-6800 
●うたごえ喫茶 
■時2月16日貍午後1時半～3時半 
■所アイレックス小ホール 
■定60人（申込順） 
■料1200円（飲み物、貸し歌詞集代含む） 
■申アイレックス 蘂86-6800 

　地域で子育て支援をしませんか 
　ファミリーサポートセンター 
〈まかせて会員養成講座〉 
■時2月19日貂午前9時半～午後3時半、
　2月20日貉午前9時半～午後3時 
■所ひまわりセンター 
■定30人 
■料無料 
■他託児（無料、2月12日貂までに予約） 
■申社会福祉協議会 蘂22-5700 

　男女共同参画セミナー「わたしの 
　エンディングノートづくり」 
■時2月21日貅午後1時半～3時 
■所生涯学習センター5階 

■定25人(先着順) 
■料100円（ノート代） 
■他講師は高松市男女共同参画センター・
　宮脇初恵さん 
■申人権課男女共同参画室 蘂24-8823 
 
 

　ロミジュリっぽくない？ 
●演劇ワークショップ発表公演 
■時2月10日豸午後1時 
■所生涯学習センター3階ホール 
■料無料 
■問同センター 蘂23-1091 

　名作映画まつり 
■時3月3日豸午前10時（開場9時半） 
■所生涯学習センター3階ホール 
■内「華岡青洲の妻」、「浪華悲歌」、「稲
　妻」、「愛の讃歌」の上映 
■料500円 
■問文化協会 蘂24-8822 

　児童館から 
●もうすぐ春だよ！ いっしょにあそぼ 
■時2月10日豸午後2時～3時 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定20人 
■内おひなさま作りとゲーム 
■料無料 
■他講師は岩田理香さん 
●牛乳パックの絵合わせおもちゃ 
■時2月23日貍、24日豸午前10時半
　～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人 
■内6面の絵が変わるおもちゃ作り 
■料無料 
■問児童館 蘂23-1091

　東小川児童センターから 
●バレンタインケーキ作り 
■時2月9日貍午前10時～正午 
■所東小川児童センター 
■対幼児、小学生、保護者 
■定16組 
■料500円 
■申同センター 蘂56-8778 
●親子でわくわく、欲張りハッピー
　タイム 
■時2月15日貊午前10時半～11時半 
■所東小川児童センター 
■対幼児・保護者 
■内体操、歌、工作など 
■問同センター 蘂56-8778 

　エコ丸工房から 
●木工講座「五月飾り」 
■時2月10日豸午前9時半～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般 
■定10人（要予約） 
■料300円から 
●古布講座「おひなさま」 
■時2月16日貍、17日豸午前9時半～
　正午（全2回） 
■所クリントピア丸亀 
■対一般（両日参加できる人で、古布
　講座を初めて受講する人優先） 
■定5人（要予約・先着順） 
■料600円 
■他裁縫道具持参 
■申2月6日貉午前9時半から電話で
　受付開始。定員になり次第締切。 
●自転車の点検修理体験 
■時2月24日豸午前10時～11時半 
■定2人（要予約） 
■他自転車、軍手持参 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時2月17日豸、24日豸（要予約） 

■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円 
■問クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　飯山総合学習センターから 
●「中井今日子」「藤澤翼」フリー
　アナウンサーふたりによる朗読会 
■時2月23日貍午後1時半開演 
■所同センター2階研修室 
■料無料 
●おひな様と一緒に歌ってあそぼう 
■時3月2日貍午前10時半～11時半 
■所同センター1階 
■対幼児、保護者 
■定20組 
■料無料 
■申同センター 蘂98-3319 
 
 

　国民年金から 
〈国民年金の納付は口座振替で〉 
　口座振替を利用すると、保険料が
自動的に引き落としされるので納め
忘れの心配がなく便利です。振替方
法は、毎月納付、1年前納、6か月

前納があり、前納すると現金納付よ
りも割安になります。 
　平成25年度保険料の前納を希望す
る人は2月末までに申し込んでくだ
さい。手続きには、年金手帳または納
付書、通帳および届出印が必要です。
（クレジットカード納付も可） 
■問市民課年金担当 蘂24-8945 
〈年金記録を再確認しましょう〉 
　持ち主が特定できない「未統合の
年金記録」があります。漏れや誤り
などの心当たりのある人は年金事務
所までお問い合わせください。 
■問善通寺年金事務所 蘂62-1660 

　国保の新年度用保険証送付 
　4月1日から使える国民健康保険
被保険者証は3月下旬頃に送付する
予定です。平成24年度国民健康保険
税を1月末までに完納していない場
合は、有効期限の短い保険証（短期
証）を送付することになります。 
　2月以降に完納された場合は短期
の保険証が送付されますので更新（期
限延長）の手続きが必要です。 
■問保険課 蘂24-8842、税務課 蘂24-
　8856

まちづくりのお手伝い！！ 
ボートレース事業の収益は、住民福祉の向上に 
役立てています 

好評発売中 2月2日貍午後5時半開演 
●入場料＝6000円（指定席） 

ゴスペラーズ坂ツアー2013

2月10日豸①午後1時②午後3時半開演 
●入場料＝親子券2500円ほか（自由席） 

米村でんじろう・おもしろサイエンスショー 

《2階常設展》生駒 山　 京極の歴史と文化展 

京極高豊筆 
「桜花小禽図」 

好評発売中 3月2日貍午後6時開演 
●入場料＝5775円（指定席） 

山　まさよしツアー2013

好評発売中 
3月9日貍①午後0時半②午後3時 
●入場料＝2800円（指定席） 

いまいゆうぞう・はいだしょうこコンサート 

《鳥たちの朝》1990年 県立ミュージアム所蔵 狡公益財団法人ミモカ美術振興財団 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

猪熊弦一郎展 変化と不変 

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　  （入館は午後5時半まで)

4月4日貅まで開催中 
（会期中無休） 

会期中は毎週日曜午後2時か
らキュレーターズ・トークがあ
ります。担当学芸員が展覧会
の見どころをお話します。 

募 集  

催 し  

お 知らせ 

日　時 午前9時～正午 午後1時～4時 

垂水･川西 飯野･郡家･三条 

金倉･中津･新田･土器 今津･田村･塩屋･原田･津森･山北･柞原･その他 

綾歌･飯山地区は各市民総合センターで随時受け付けています。 

※混雑を避けるために日時指定していますが、指定日時に来庁できない人は、他の時間 
　帯でも受け付けます。 

2月5日貂 

2月6日貉 



太陽光発電 
エアコン・エコキュートの施工 

宮 野宮 野 病 院病 院  
丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171
http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 
蘆グ ル ープ ホ ー ム　あ や うた 
蘆デ イ サ ー ビ ス　く り く ま 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

関連 
施設 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他  

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ 

 

ひ
と
り
親
家
庭
の
新
入
生
お
祝
い
会 

■時
3
月
3
日
豸
午
後
1
時
半 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
3
階 

■対
譛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
丸
亀

　
支
部
会
員
で
、
4
月
に
小
・
中
学

　
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家
庭 

■内
茶
会
、お
祝
い
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

■申
2
月
１９
日
貂
ま
で
に
、
同
支
部
・

　
青
木
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
7
6
2
 

　
1
―
4
6
5
6
） 

 「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」 

司
法
書
士
無
料
相
談
会 

■時
2
月
2
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時
（
予
約
不
要
） 

■所
市
民
会
館 

■内
相
続
登
記
、
遺
産
分
割
、
遺
言
な

　
ど
の
相
続
相
談
、
売
買
、
贈
与
、

　
名
義
変
更
な
ど
の
登
記
相
談
な
ど 

■料
無
料 

■問
香
川
県
司
法
書
士
会
（
蘂
0
8
7

　
―
8
2
1
―
5
7
0
1
） 

 

高
松
法
務
局
か
ら 

●
土
地
の
筆
界
（
境
界
）
に
関
す
る 

　
相
談
所 

■時
2
月
１９
日
貂
午
前
１０
時
〜
午
後
5

　
時
（
2
月
１２
日
貂
〜
１５
日
貊
に
事 

　
前
予
約
が
必
要
） 

■所
同
局
丸
亀
支
局
3
階
会
議
室 

■問
同
局
筆
界
特
定
室
（
蘂
0
8
7
―

　
8
5
1
―
6
3
8
4
） 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー 

■時
2
月
２６
日
貂
午
後
1
時
半
〜
3
時
半 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階
ゆ
め 

■内
県
国
際
交
流
員
リ
ン
ジ
ー
・
ク
ラ
ー

　
ク
さ
ん
に
よ
る
講
話
「
イ
ギ
リ
ス

　
の
文
化
・
日
本
の
文
化
あ
れ
こ
れ
」 

■料
無
料 

■問
ウ
イ
ン
グ
Ｌ
・
大
西
さ
ん
（
蘂
0

　
9
0
―
2
7
8
6
―
1
2
7
5
） 

 

県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら 

●
精
神
科
医
師
に
よ
る 

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談 

■時
毎
週
木
曜
午
後
2
時
〜
4
時 

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
思
春
期
相
談 

■時
毎
月
第
4
水
曜
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
同
事
務
所 

■他
ど
ち
ら
も
要
予
約 

■申
同
事
務
所
保
健
対
策
第
2
課
（
蘂

　
2
4
―
9
9
6
3
） 

   

平
成
２５
年
度
土
器
川 

｢

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー｣ 

任
期
＝
4
月
1
日
か
ら
１
年
間 

■対
土
器
川
の
近
隣
に
住
み
、河
川
愛
護

　
に
関
心
が
あ
り
、モ
ニ
タ
ー
活
動
を

　
積
極
的
に
行
え
る
２０
歳
以
上
の
人 

■定
5
人
程
度 

手
当
て
＝
月
額
4
5
0
0
円
程
度 

■申
2
月
２８
日
貅
ま
で
に
、建
設
課（
蘂

　
2
4
―
8
8
1
3
）
か
香
川
河
川

　
国
道
事
務
所
土
器
川
出
張
所
（
蘂

　
2
2
―
8
3
1
8
） 

 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生 

●
生
産
現
場
で
使
う
品
質
管
理
技
法 

■時
2
月
１５
日
貊
、
１６
日
貍 

■料
9
0
0
0
円 

●
有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
に
よ
る

　
電
動
機
制
御
の
実
務 

■時
3
月
9
日
貍
、
１０
日
豸 

■料
1
万
円 

●
標
準
原
価
管
理
と
コ
ス
ト
低
減
活
動 

■時
3
月
１１
日
豺
、
１４
日
貅 

■料
9
0
0
0
円 

■所
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校 

■問
同
校
（
蘂
2
4
―
6
2
9
8
） 

 

や
さ
し
い
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー 

講
座
受
講
生 

■時
3
月
2
日
か
ら
毎
月
2
回
第
1
、

　
第
3
土
曜
午
後
7
時
〜
9
時
（
全

　
１２
回
） 

■所
ゆ
う
と
ぴ
あ
綾
歌 

■定
１２
人 

講
師
＝
帯
包
ギ
タ
ー
教
室
主
宰
・
帯

　
包
行
雄
さ
ん 

■料
6
0
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

■問
ゆ
う
と
ぴ
あ
綾
歌
（
蘂
8
6
―
5
 

　
0
8
7
） 

 

貝
で
作
る 

お
ひ
な
さ
ま 

■時
2
月
１４
日
貅
午
前
１０
時 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■定
１５
人 

■料
6
0
0
円 

■他
工
作
の
り
、
は
さ
み
持
参 

■申
小
阪
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
9
7
7
 

　
9
―
6
7
2
9
） 

 

丸
亀
市
長
杯
争
奪
第
１９
回
丸
亀
市 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会 

■時
3
月
１０
日
豸
午
前
9
時 

■所
市
民
体
育
館 

■対
市
在
住
ま
た
は
、
通
勤
す
る
人
で

　
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム 

■内
女
子
の
部
、
男
女
混
合
の
部 

■料
連
盟
登
録
チ
ー
ム
1
0
0
0
円
、

　
登
録
外
3
0
0
0
円 

■申
2
月
２７
日
貉
ま
で
に
、
同
館
内
市

　
長
杯
ソ
フ
ト
係
あ
て 

■問
市
体
育
協
会（
蘂
2
4
―
6
2
5
1
） 

 

郡
家
剣
道
少
年
団
員 

■時
毎
週
月
・
土
曜
午
後
5
時
半
〜
7

　
時
半 

■所
郡
家
小
学
校
体
育
館 

■対
幼
児
〜
大
人 

■料
月
額
2
0
0
0
円 

■他
稽
古
日
は
自
由
見
学
可 

■問
日
裏
さ
ん（
蘂
2
8
―
6
4
7
9
） 

守
っ
て
ま
す
か
？ 

労
働
者
派
遣
法 

　
派
遣
労
働
者
の
保
護
と
雇
用
の
安

定
を
図
る
た
め
、
派
遣
会
社
お
よ
び

派
遣
先
に
新
た
な
義
務
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。 

《
事
業
に
関
す
る
こ
と
》 

蘆
日
雇
い
派
遣
の
原
則
禁
止 

蘆
グ
ル
ー
プ
企
業
内
派
遣
が
8
割
以

　
下
に
制
限 

蘆
離
職
後
１
年
以
内
の
人
の
元
の
勤

　
務
先
へ
の
派
遣
を
禁
止
す
る
な
ど 

《
派
遣
労
働
者
の
待
遇
》 

蘆
待
遇
に
関
す
る
事
項
な
ど
の
説
明

　
を
義
務
化 

蘆
派
遣
先
の
社
員
と
の
均
衡
に
向
け

　
た
配
慮
を
義
務
化 

蘆
派
遣
労
働
者
へ
の
派
遣
料
金
の
明

　
示
の
義
務
化 

蘆
無
期
雇
用
へ
の
転
換
推
進
措
置
に

　
つ
い
て
努
力
義
務
化 

■問
香
川
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室（
蘂

　
0
8
7
―
8
0
6
―
0
0
1
0
） 

 

介
護
ベ
ッ
ド
で
の
事
故
に
ご
注
意 

　
消
費
者
庁
に
よ
る
と
、
平
成
１９
年

度
か
ら
の
約
5
年
間
で
、
介
護
ベ
ッ

ド
用
手
す
り（
サ
イ
ド
レ
ー
ル
な
ど
）

に
よ
る
重
傷
・
死
亡
事
故
が
５８
件
報

告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
死
亡
事

故
は
２９
件
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
死
亡
事
故
の
多
く
は
、
利
用
者
の

首
が
手
す
り
の
す
き
間
や
、
ベ
ッ
ド

ボ
ー
ド
と
手
す
り
の
す
き
間
に
挟
み

込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
各
製
造
事
業
者
は
、
事
故
の
危
険

性
が
あ
る
製
品
に
対
し
、
す
き
間
を

埋
め
た
り
、
逆
向
き
取
り
付
け
を
防

止
し
た
り
す
る
部
品
を
配
布
し
て
い

ま
す
。 

　
利
用
者
や
介
護
者
な
ど
は
、
危
険

な
部
分
が
な
い
か
確
認
し
、
す
き
間

に
頭
や
首
な
ど
が
入

り
込
む
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
、
部
品
を
入

手
し
て
取
り
付
け
る

な
ど
の
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。 

■問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
3
―
0
9
9
9
）
ま
た

　
は
、
県
民
セ
ン
タ
ー
（
蘂
6
2
―

　
9
6
0
0
）
へ
。 

 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で 

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
で
、
自
宅
や
事
務
所

な
ど
か
ら
、
申
告
や
納
税
が
で
き
ま

す
。
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

●
申
告
会
場
の
ご
案
内 

開
設
期
間
＝
2
月
１８
日
豺
〜
3
月
１５ 

　
日
貊（
土
・
日
曜
を
除
く
）・
午
前

　
9
時
〜
午
後
4
時 

■所
市
民
会
館
2
階
第
2
・
3
・
5
・

　
6
会
議
室 

■問 

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
: 

　//w
w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

）
か

　
丸
亀
税
務
署（
蘂
2
3
―
2
2
2
1
） 

《
日
曜
も
開
庁
し
て
い
ま
す
》 

■時
2
月
２４
日
豸
、
3
月
3
日
豸 

■所
高
松
税
務
署
（
高
松
市
） 

■内
確
定
申
告
書
用
紙
の
配
布
、
申
告

　
相
談
、
確
定
申
告
書
の
収
受
お
よ

　
び
納
付
相
談 

■問
高
松
税
務
署
（
蘂
0
8
7
―
8
6
 

　
1
―
4
1
2
1
） 

 

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
改
正 

自
家
用
広
告
物
に
も
規
制
を
適
用 

　
店
舗
や
事
業
所
な
ど
の
敷
地
に
、

店
名
や
事
業
内
容
を
表
示
す
る
「
自

家
用
広
告
物
」
に
関
し
て
条
例
を
改

正
し
、4
月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
主
要
道
路
沿
い
な

ど
の
許
可
地
域
や
禁
止
区
域
で
一
定

規
模
以
上
の
「
自
家
用
広
告
物
」
を

設
置
す
る
際
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。 

　
改
正
内
容
や
既
存
広
告
物
へ
の
経

過
措
置
な
ど
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
屋
外
広
告
物
の
ペ
ー
ジ
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■問
県
土
木
部
都
市
計
画
課
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
2
―
3
5
5
6
） 

 

車
検
な
ど
の
手
続
き
は
お
早
目
に 

　
年
度
末
は
、自
動
車
の
検
査
、廃
車
、

名
義
変
更
な
ど
で
窓
口
が
混
雑
す
る
た

め
、早
目
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■問
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
・
検

　
査
関
係
（
蘂
0
8
7
―
8
8
2
―

　
1
3
5
5
）
、
登
録
関
係
（
蘂
0
 

　
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0
7
5
）、 

　
自
動
車
税
関
係
・
県
県
税
事
務
所

　（
蘂
0
8
7
―
8
8
1
―
3
8
5
8
）、

　
軽
自
動
車
関
係
・
軽
自
動
車
検
査

　
協
会
（
蘂
0
8
7
―
8
7
0
―
6
 

　
6
7
6
） 

   
自
衛
官
採
用
試
験 

●
一
般
公
募 

■時
4
月
中
旬 

■対
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満
の
人 

●
技
能
公
募 

■時
4
月
中
旬 

■対
１８
歳
以
上

　
で
技
能
を

　
有
す
る
人 

■所
ど
ち
ら
も
県
内 

締
め
切
り
＝
4
月
3
日
貉 

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
自
衛

隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
蘂
2
3
―
6
 

4
2
0
） 

 

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合 

採
用
試
験 

●
行
政
事
務
（
情
報
処
理
） 

試
験
日
＝
2
月
２４
日
豸 

■所
同
組
合
（
多
度
津
町
） 

■対
昭
和
５２
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
民
間
企
業
な
ど
で
情

　
報
処
理
に
関
す
る
職
務
経
験
が
5

　
年
以
上
あ
り
、
基
本
情
報
技
術

　
者
試
験

　
ま
た
は

　
そ
れ
と

　
同
等
以

　
上
の
試

　
験
に
合

　
格
し
て

　
い
る
人 

■申
2
月
8
日
貊
ま
で
の
午
前
9
時
〜

　
午
後
4
時
に
、
持
参
ま
た
は
郵
送

　
（
郵
送
は
特
定
記
録
郵
便
で
2
月

　
7
日
貅
ま
で
の
消
印
） 

■問
同
組
合
（
蘂
5
8
―
5
4
6
1
） 

 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

個
人
情
報
と
人
権 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

笄 

 
●おはなし会 
飯山＝2月9日貍 
　　　午後2時 
綾歌＝2月16日貍 
　　　午前10時半 
中央＝2月23日貍 
　　　午後3時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝2月17日豸 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●文学講座「太宰治と 
　芥川龍之介の世界」 
蘆太宰治 
　走れメロスの世界 
日時＝2月17日豸 

　　　午後1時半～3時 
蘆芥川龍之介 
　杜子春の世界 
日時＝2月24日豸 
　　　午後1時半～3時 
場所＝中央図書館会議室 
講師＝四国学院大学 
　　　丹羽章教授 
定員＝30人 
●輪なげ de おひなさま 
日時＝2月9日貍 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
定員＝20人 
対象＝幼児・ 
　　　小学生 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　11日、25日、28日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　4日、11日、25日、28日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　4日、11日、18日、28日 

『楽しい絵入り色紙・短冊の書き方』 
奥平朋子・著（知道出版） 

　花々を配した小色紙、12か月の行事を描いた短冊、著名な俳
句を書いた大色紙など、誰でもやさしく楽しく書ける絵入り色紙・
短冊の手本集。描き方のアドバイスも収録。 

『達人たちの日経術』 
日本経済新聞出版社編集部・編（日本経済新聞出版社） 

『おっとどっこいしゃもじろう』 
市居みか・絵（ひかりのくに） 

　ねえさんが風邪をひいた。しゃもじのしゃもじろうが、ねえさんのために
おかゆを作ってあげることを提案すると、ざるのざるえもんやおたまちゃ
んなど、台所の仲間たちは大喜び。みんなで協力して作りはじめると･･････。 

　各界の達人たちが、日経新聞をどのように読みこなし、得
た情報をどのように活用しているかを紹介。スペシャリスト
たちが解説する実践的な日経活用術。 

2月の休館日 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

〜
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を
〜 

　
昨
年
８
月
、
携
帯
電
話
契
約
者
の
個

人
情
報
を
漏
ら
し
た
容
疑
で
、市
内
に
住

む
女
性
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
携
帯
電

話
会
社
の
端
末
機

を
操
作
し
て
契
約

者
の
住
所
、
自
宅

や
携
帯
電
話
の
番

号
な
ど
を
広
島
県

の
探
偵
に
売
り
、

そ
の
探
偵
は
別
の

探
偵
に
転
売
し
て
い
ま
し
た
。 

　
他
県
で
も
▽
現
職
警
官
が
車
の
所
有

者
情
報
を
漏
ら
し
て
報
酬
を
受
け
、
守

秘
義
務
違
反
で
逮
捕
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

職
員
が
職
歴
情
報
を
持
ち
出
し
、
贈
賄

罪
で
逮
捕
▽
市
役
所
の
非
常
勤
職
員
が

住
民
票
の
個
人
情
報
を
漏
ら
し
、
報
酬

を
受
け
逮
捕
―
―
な
ど
個
人
情
報
が
不

正
に
持
ち
出
さ
れ
る
事
件
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
実
際
に
従
業
員
か
ら
個
人

情
報
が
漏
え
い
す
る
事
件
が
後
を
断
ち

ま
せ
ん
。
今
後
、
同
様
の
事
件
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
徹
底
し
た
情
報
管
理
対

策
と
社
内
研
修
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

　
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
情
報
モ
ラ
ル

の
確
立
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い

て
、改
め
て
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
は
、
企
業
の

重
大
な
社
会
的
責
務
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
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か
が
わ
長
寿
大
学
受
講
生 

■時
4
月
〜
平
成
２７
年
3
月
（
2
年
制

　
の
年
間
２６
日
間
、
1
日
2
時
限
で

　
1
時
限
９０
分
）・
①
午
前
１０
時
〜

　
１１
時
半
、
②
午
後
1
時
〜
2
時
半 

■所
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
7
階

　
大
会
議
室
（
高
松
市) 

■対
県
内
に
在
住
し
、
4
月
1
日
現
在

　
６０
歳
以
上
の「
か
が
わ
長
寿
大
学
」

　
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
人 

■定
1
9
2
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
） 

■料
年
間
2
万
5
0
0
0
円 

受
付
期
間
＝
2
月
1
日
貊
〜
２８
日
貅 

　
（
当
日
消
印
有
効
） 

■申
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

　
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

　
性
別
、
電
話
番
号
、
「
か
が
わ
長

　
寿
大
学
受
講
希
望
」
と
記
入
し
、

　
郵
送
で
申
し
込
み 

　
申
込
先
な
ど
詳
し
く
は
、
譛
か
が 

わ
健
康
福
祉
機
構
・
長
寿
社
会
部（
蘂

0
8
7
―
8
6
3
―
0
2
2
2
）へ
。 

 

平
成
２５
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー 

任
期
＝
4
月
上
旬
の
委
嘱
日
か
ら
平

　
成
２６
年
3
月
３１
日
ま
で
の
１
年
間 

■内
介
護
や
防
災
、
交
通
安
全
な
ど
に

　
関
す
る
意
見
を
幅
広
く
取
り
入
れ

　
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
返
答 

締
め
切
り
＝
3
月
１５
日
貊
（
消
印
有

　
効
）
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ka
g
a
w
a
. 

　lg
.jp
/ko
c
h
o
/m
o
n
ito
r/m
o
n
 

　ito
r.h
tm
l

）
か
県
知
事
公
室
広

　
聴
広
報
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
「
県
政

　
モ
ニ
タ
ー
担
当
」
（
蘂
0
8
7
―

　
8
3
2
―
3
0
2
1
） 

 

が
ん
を
知
る
講
演
と
映
画
会 

■時
2
月
2
日
貍
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
大
ホ
ー
ル 

■定
1
0
0
0
人
（
先
着
順
） 

■内
高
松
赤
十
字
病
院
・
吉
澤
潔
副
院

　
長
に
よ
る
「
が
ん
と
向
か
い
合
う

　
生
き
方
」
の
講
演
、
映
画
「
エ
ン

　
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
上
映
な
ど 

■料
無
料 

■他
講
演
・
映
画
会
は
申
込
不
要
（
先

　
着
５０
人
に
は
特
典
商
品
を
プ
レ
ゼ

　
ン
ト
） 

《
同
日
開
催 

　
が
ん
患
者
・
家
族
ピ
ア
相
談
会
》 

時
間
＝
①
午
後
0
時
４０
分
〜
1
時
１０ 

　
分
、
②
午
後
1
時
１５
分
〜
１
時
４５ 

　
分
、
③
午
後
4
時
〜
4
時
半 

■他
相
談
会
は
要
予
約
（
た
だ
し
、
当

　
日
の
申
し
込
み
も
可
能
） 

■問
県
健
康
福
祉
総
務
課
（
蘂
0
8
7

　
―
8
3
2
―
3
2
6
1
） 

 

第
３７
回
ち
び
っ
こ
探
険
学
校 

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者 

■時
3
月
２６
日
貂
〜
4
月
1
日
豺
（
6

　
泊
7
日
） 

■所
与
論
島（
鹿
児
島
県
） 

■対
小
学
2
〜
6
年
生 

■定
2
0
0
人（
申
込
順
） 

■内
い
か
だ
作
り
、 

　
ハ
ー
レ
ー
船
大

　
会
、
サ
ト
ウ
キ

　
ビ
刈
り
、
洞
窟

　
体
験
な
ど 

■申
3
月
6
日
貉
ま

　
で
に
、
譛
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　（
蘂
0
3
―
6
4
5
9
―
4
6
6
1
） 

●
事
業
説
明
会 

■時
2
月
１７
日
豸
午
後
3
時
半
〜
4
時

　
半 

■所
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岡
山

　
市
） 

 

丸
亀
武
道
館
一
心
会（
剣
道
） 

■時
毎
週
火
・
木
・
土
曜
午
後
6
時
半

　
〜
8
時 

■所
丸
亀
高
等
学
校 

　
武
道
館 

■対
年
長
〜
小
学
生 

■料
月
額
2
0
0
0
円 

■問
白
石
さ
ん（
蘂
2
3
―
6
0
2
0
） 

 「
伝
え
た
い
想
い
」 

北
方
領
土
返
還
に
向
け
て 

　
内
閣
府
で
は
、皆
さ
ん
か
ら
の「
北

方
領
土
返
還
に
向
け
た
想
い
」
を
書

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ
ッ
プ
を
揚
げ

て
撮
影
し
た
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
写
真

は
、
内
閣
府
の
特
設
サ
イ
ト
・
パ
ネ

ル
展
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
「
伝
え
た
い
想

い
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

応
募
方
法
＝
写
真
を
添
付
し
、
メ
ー

　
ル（e

rika
@
h
o
p
p
o
-m
-flip
.g
o
. 

　jp

）
に
て
応
募 

　
詳
し
く
は
、特
設
サ
イ
ト（h

ttp
:// 

h
o
p
p
o
-m
-flip
.g
o
.jp
/

）
か
内
閣

府
北
方
領
土
対
策
本
部
啓
発
係（
蘂

0
3
―
3
5
8
1
―
1
5
1
2
） 

 

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会 

■時
2
月
2
日
貍
正
午
〜
午
後
5
時 

■所
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
2
階（
岡
山
市
） 

■対
一
般
お
よ
び
高
校
生 

■内
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
別
の

　
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
「
大
学
通
信
教

　
育
ガ
イ
ド
」
の
冊
子
配
布
な
ど 

■料
無
料
（
申
込
不
要
） 

■問
譛
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
（
蘂

　
0
3
―
3
8
1
8
―
3
8
7
0
） 

 

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
2
月
１０
日
豸
午
前
8
時
半
市
役
所

　
前
集
合 

■所
崇
徳
上
皇
遺

　
跡
め
ぐ
り（
坂

　
出
市
） 

■他
手
袋
、帽
子
、

　
水
筒
、
雨
具

　
な
ど
持
参 

■問
山
下
さ
ん（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

●ランナー以外も
楽しめるハーフマ
ラソン大会。地元

物産が味わえる「にぎやか村」は要
チェック！（くぅちゃん）●もうす
ぐハーフマラソン★ランナーの皆さ
ん、完走を目指して頑張ってくださ
い（凛）●小学校時代の先生に再会。
30年経った今も、子ども扱いしてく
れる先生に感謝（もり）●人知れず
世の中のために頑張っている人たち
を、発掘し讃える広報紙に（中年明） 
 

あなたの作品を「広報丸亀」の 
表紙に使わせてください。 

テーマ／私の丸亀－思い出の風景－ 
分　野／絵画、版画、切り絵、写真など 

問い合わせ／秘書広報課 蘂24-8801

蘆大きさ＝概ねＢ5～Ｂ4サイズ 
蘆応募作品数＝制限無し。ただし、 
　採用させていただいた人は１年間 
　程度ご遠慮いただきます。 
蘆応募作品の著作権などは市に所属 
　します。 



シバザクラシバザクラ

通常５月頃に花を咲かせますが、東汐入
川緑道公園では、去年の12月初めから
満開に咲いています。２月まで花を見る
ことができるかも。（東汐入川緑道公園）

今月の見ごろ今月の見ごろ

平成25年
丸亀市成人式実行委員会
会長　小田　凌平さん

（津森町）

　平成25年丸亀市成人式が、1月13日㈰、市民会館で開催されました。
今年の対象者は平成4年4月2日から５年4月1日までに生まれた人で、
男女合わせて1052人が、めでたく大人の仲間入りを果たします。
　当日出席した749人は、色鮮やかな振り袖やスーツに身を包み大人
への決意を新たにしていました。
　式典は、国歌斉唱、主催者式辞、来賓祝辞などが行われ、成人代表の
竹森将希さん（飯山町）が「成人の自覚を持ち、両親をはじめこれまで支
えてくれた人たちに、恩返しをします」と力強く誓いました。
　アトラクションの企画・運営は、10人の「成人式実行委員」が担
い、若者らしい演出の抽選会やライブなどで大いに盛り上がりました。

　今日、仲間と共に無事成人式を迎える事がで
きました。実行委員の皆さん、丸亀市職員の皆
さんありがとうございました。これからは新成
人として、自分達の行動に責任と自覚を持ち、
感謝の気持ちを忘れず地域の発展に少しでも貢
献できるように、各々が選んだ道を進んで行き
たいと思います。これまで自分達を育てて下さ
った先生方、地域の方々、家族、故郷丸亀あり
がとうございました。

1052人が大人の仲間入り

N
o.9
5

2
月
1
日
発
行 平
成
2
5
年（
2
0
13
） 2
月
号

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課

〒
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３
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１
丸
亀
市
大
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町
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目
3
番
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号
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代
表
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広
報
丸
亀

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

２０

感謝の気持ちを忘れず地域に貢献

しお

大人になった決意を胸に

成人代表のことば

お久しぶりー

盛り上がったアトラクション大人になった決意を胸に

成人代表のことば

お久しぶりー

盛り上がったアトラクション


